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「生活衛生等関係行政の機能強化のための関係法律の整備に関する法律の施行に 

伴う関係政令の整備等及び経過措置に関する政令」の施行等について 

 

 

生活衛生等関係行政の機能強化のための関係法律の整備に関する法律（令和５年

法律第36号。以下「整備法」という。）については、令和５年５月26日に公布され、

整備法第12条の規定による厚生労働省設置法（平成11年法律第97号）の改正につい

ては、本日から施行されます。また、生活衛生等関係行政の機能強化のための関係

法律の整備に関する法律の施行に伴う関係政令の整備等及び経過措置に関する政令

（令和６年政令第102号。以下「整備等政令」という。）が令和６年３月29日に別添

のとおり公布され、整備等政令第14条の規定による薬事・食品衛生審議会令（平成

12年政令第286号）の改正についても、本日から施行することとされました。これに

より、薬事・食品衛生審議会の組織及び調査審議事項等について所要の見直しが行

われ、本日、薬事分科会が廃止され、「薬事・食品衛生審議会」は「薬事審議会」と

して改組されることになりました（別紙参照）。 

これに伴い、既存の通知等における薬事・食品衛生審議会に係る記載については、

今後、当該通知等を改正する際に所要の改正を行うこととし、それまでの間、「薬事・

食品衛生審議会」とあるのは「薬事審議会」と読み替えるなど、必要な読替え等を

行った上で、引き続き適用されるものと取り扱うこととしますので、御了知の上、

貴管内市町村、関係団体、関係機関等へ周知いただきますようお願いします。 



別紙 
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生
活
衛
生
等
関
係
行
政
の
機
能
強
化
の
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備

等
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。
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第
一
章

関
係
政
令
の
整
備
等

（
食
品
衛
生
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

食
品
衛
生
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
二
百
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
条
中
「
の
政
令
」
を「（
食
品
衛
生
法
及
び
栄
養
改
善
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
七
年
法
律
第
百

一
号
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
平
成
七
年
改
正
法
」
と
い
う
。）附
則
第
二
条
の
二
第
六
項
及
び
第
二
条
の
三
第
七

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
政
令
」
に
、「
第
十
九
条
第
一
項
」
を
「
第
八
条
第
一
項
、
第
十
二
条
（
法

第
六
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
十
三
条
第
一
項
（
法
第
六
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
三
項
、
第
十
四
条
、
第
十
八
条
第
一
項
（
法
第
六
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
三
項
、
第
十
九
条
第
一
項
」
に
、「
並
び
に
第
七
十
八
条
」
を「（
こ
れ
ら
の
規
定
を
平
成

七
年
改
正
法
附
則
第
二
条
の
二
第
五
項
及
び
第
二
条
の
三
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）並
び
に
第
四

項
並
び
に
第
七
十
八
条
第
一
項
並
び
に
平
成
七
年
改
正
法
附
則
第
二
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
水
道
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

水
道
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
三
百
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
二
項
中
「
厚
生
労
働
省
令
」
を
「
国
土
交
通
省
令
」
に
改
め
る
。

第
五
条
第
一
項
第
一
号
中
「
の
土
木
工
学
科
若
し
く
は
こ
れ
に
相
当
す
る
課
程
に
お
い
て
衛
生
工
学
若
し
く
は
水

道
工
学
に
関
す
る
学
科
目
を
修
め
て
卒
業
し
た
後
、」を
削
り
、「
お
い
て
土
木
工
学
科
若
し
く
は
」
を
「
お
い
て
土
木

工
学
科
又
は
」
に
、「
二
年
以
上
水
道
」
を
「
三
年
以
上
水
道
、
工
業
用
水
道
、
下
水
道
、
道
路
又
は
河
川
（
以
下
こ

の
項
に
お
い
て
「
水
道
等
」
と
い
う
。）」
に
改
め
、「
者
」
の
下
に「（
一
年
六
月
以
上
水
道
に
関
す
る
技
術
上
の
実
務

に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者
に
限
る
。）」
を
加
え
、
同
項
第
二
号
中
「
の
土
木
工
学
科
」
を
削
り
、「
こ
れ
」を「
旧

大
学
令
に
よ
る
大
学
に
お
い
て
機
械
工
学
科
若
し
く
は
電
気
工
学
科
又
は
こ
れ
ら
」
に
改
め
、「
に
お
い
て
衛
生
工
学

及
び
水
道
工
学
に
関
す
る
学
科
目
以
外
の
学
科
目
」
を
削
り
、「
三
年
以
上
水
道
」
を
「
四
年
以
上
水
道
等
」に
改
め
、

「
者
」
の
下
に「（
二
年
以
上
水
道
に
関
す
る
技
術
上
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者
に
限
る
。）」
を
加
え
、

同
項
第
三
号
中
「
よ
る
専
門
学
校
」
の
下
に「（
次
号
に
お
い
て
「
短
期
大
学
等
」
と
い
う
。）」
を
、「
修
了
し
た
後
」

の
下
に
「
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。」を
加
え
、「
水
道
」
を
「
水
道
等
」
に
改
め
、「
者
」
の
下
に「（
二
年
六
月
以
上
水

道
に
関
す
る
技
術
上
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者
に
限
る
。）」
を
加
え
、
同
項
第
六
号
中
「
厚
生
労
働
省

令
」
を
「
国
土
交
通
省
令
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
八
号
と
し
、
同
項
第
五
号
中
「
水
道
」
を
「
水
道
等
」
に
改

め
、「
者
」
の
下
に「（
五
年
以
上
水
道
の
工
事
に
関
す
る
技
術
上
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者
に
限
る
。）」

を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
七
号
と
し
、
同
項
第
四
号
中
「
よ
る
中
等
学
校
」
の
下
に「（
次
号
に
お
い
て
「
高
等
学
校

政
令
第
百
二
号

生
活
衛
生
等
関
係
行
政
の
機
能
強
化
の
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の

整
備
等
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令

内
閣
は
、
生
活
衛
生
等
関
係
行
政
の
機
能
強
化
の
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
三

十
六
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
食
品
衛
生
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
三
十
三
号
）
第
八
十
条
第
三
項
（
食

品
衛
生
法
及
び
栄
養
改
善
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
七
年
法
律
第
百
一
号
）
附
則
第
二
条
の
二
第
六
項
及
び

第
二
条
の
三
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
水
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
七
十
七
号
）
第
十
二

条
第
二
項
（
同
法
第
三
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
十
九
条
第
三
項
（
同
法
第
三
十
一
条
及
び

第
三
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
費
国
庫
負
担
法
（
昭
和
二

十
六
年
法
律
第
九
十
七
号
）
第
三
条
及
び
第
八
条
の
二
、
東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
及
び

助
成
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
四
十
号
）
第
三
条
第
一
項
第
一
号
、
国
家
行
政
組
織
法
（
昭
和
二
十
三

年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
七
条
第
四
項
及
び
第
五
項
並
び
に
第
二
十
一
条
第
四
項
、
厚
生
労
働
省
設
置
法
（
平
成
十
一

年
法
律
第
九
十
七
号
）
第
十
一
条
第
二
項
並
び
に
生
活
衛
生
等
関
係
行
政
の
機
能
強
化
の
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に

関
す
る
法
律
附
則
第
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に
水
道
法
を
実
施
す
る
た
め
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

目
次第

一
章

関
係
政
令
の
整
備
等
（
第
一
条

第
十
四
条
）

第
二
章

経
過
措
置
（
第
十
五
条

第
十
七
条
）

附
則


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等
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、「
水
道
」
を
「
水
道
等
」
に
改
め
、「
者
」
の
下
に「（
三
年
六
月
以
上
水
道
に
関
す
る
技
術

上
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者
に
限
る
。）」
を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一

号
を
加
え
る
。

六

高
等
学
校
等
に
お
い
て
機
械
科
若
し
く
は
電
気
科
又
は
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
課
程
を
修
め
て
卒
業
し
た
後
、

八
年
以
上
水
道
等
に
関
す
る
技
術
上
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者
（
四
年
以
上
水
道
に
関
す
る
技
術

上
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者
に
限
る
。）

第
五
条
第
一
項
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

短
期
大
学
等
に
お
い
て
機
械
科
若
し
く
は
電
気
科
又
は
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
課
程
を
修
め
て
卒
業
し
た
後
、

六
年
以
上
水
道
等
に
関
す
る
技
術
上
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者
（
三
年
以
上
水
道
に
関
す
る
技
術

上
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者
に
限
る
。）

第
五
条
第
二
項
中
「
簡
易
水
道
事
業
」
の
下
に
「
、
給
水
人
口
が
五
万
人
以
下
で
あ
る
水
道
事
業
又
は
一
日
最
大

給
水
量
が
二
万
五
千
立
方
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
水
道
用
水
供
給
事
業
」を
加
え
、「
簡
易
水
道
」」を「
簡
易
水
道
等
」」

に
、「
二
年
以
上
」
と
あ
る
の
は
「
一
年
以
上
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
三
年
以
上
」
と
あ
る
の
は
「
一
年
六
箇
月
以

上
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
五
年
以
上
」
と
あ
る
の
は
「
二
年
六
箇
月
以
上
」
と
、
同
項
第
四
号
中
「
七
年
以
上
」

と
あ
る
の
は
「
三
年
六
箇
月
以
上
」
と
、
同
項
第
五
号
中
「
十
年
以
上
」
と
あ
る
の
は
「
五
年
以
上
」
を
「
三
年
以

上
水
道
、
工
業
用
水
道
、
下
水
道
、
道
路
又
は
河
川
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
水
道
等
」
と
い
う
。）に
関
す
る
技

術
上
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者
（
一
年
六
月
以
上
水
道
に
関
す
る
技
術
上
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を

有
す
る
者
に
限
る
。）」
と
あ
る
の
は
「
一
年
六
月
以
上
水
道
に
関
す
る
技
術
上
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る

者
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
四
年
以
上
水
道
等
に
関
す
る
技
術
上
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者
（
二
年
以

上
水
道
に
関
す
る
技
術
上
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者
に
限
る
。）」
と
あ
る
の
は
「
二
年
以
上
水
道
に
関

す
る
技
術
上
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
五
年
以
上
水
道
等
に
関
す
る
技
術
上

の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者
（
二
年
六
月
以
上
水
道
に
関
す
る
技
術
上
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す

る
者
に
限
る
。）」
と
あ
る
の
は
「
二
年
六
月
以
上
水
道
に
関
す
る
技
術
上
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者
」

と
、
同
項
第
四
号
中
「
六
年
以
上
水
道
等
に
関
す
る
技
術
上
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者
（
三
年
以
上
水

道
に
関
す
る
技
術
上
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者
に
限
る
。）」
と
あ
る
の
は
「
三
年
以
上
水
道
に
関
す
る

技
術
上
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者
」
と
、
同
項
第
五
号
中
「
七
年
以
上
水
道
等
に
関
す
る
技
術
上
の
実

務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者
（
三
年
六
月
以
上
水
道
に
関
す
る
技
術
上
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者

に
限
る
。）」
と
あ
る
の
は
「
三
年
六
月
以
上
水
道
に
関
す
る
技
術
上
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者
」
と
、

同
項
第
六
号
中
「
八
年
以
上
水
道
等
に
関
す
る
技
術
上
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者
（
四
年
以
上
水
道
に

関
す
る
技
術
上
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者
に
限
る
。）」
と
あ
る
の
は
「
四
年
以
上
水
道
に
関
す
る
技
術

上
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者
」
と
、
同
項
第
七
号
中
「
十
年
以
上
水
道
等
の
工
事
に
関
す
る
技
術
上
の

実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者
（
五
年
以
上
水
道
の
工
事
に
関
す
る
技
術
上
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す

る
者
に
限
る
。）」
と
あ
る
の
は「
五
年
以
上
水
道
の
工
事
に
関
す
る
技
術
上
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者
」

に
改
め
る
。

第
六
条
第
二
項
中
「
厚
生
労
働
省
令
」
を
「
国
土
交
通
省
令
（
浄
水
の
水
質
を
保
持
す
る
た
め
に
必
要
な
技
術
的

細
目
に
あ
つ
て
は
、
国
土
交
通
省
令
・
環
境
省
令
）」に
改
め
、
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

３

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
の
国
土
交
通
省
令
を
制
定
し
、
又
は
改
廃
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
環
境
大
臣
の
水

道
に
よ
り
供
給
さ
れ
る
水
の
水
質
の
保
全
又
は
水
道
の
衛
生
の
見
地
か
ら
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

環
境
大
臣
は
、
水
道
に
よ
り
供
給
さ
れ
る
水
の
水
質
の
保
全
又
は
水
道
の
衛
生
の
見
地
か
ら
必
要
が
あ
る
と
認

め
る
と
き
は
、
国
土
交
通
大
臣
に
対
し
、
第
二
項
の
国
土
交
通
省
令
を
制
定
し
、
又
は
改
廃
す
る
こ
と
を
求
め
る

こ
と
が
で
き
る
。

第
七
条
第
一
項
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

第
五
条
第
一
項
第
一
号
、
第
三
号
又
は
第
五
号
に
規
定
す
る
学
校
に
お
い
て
土
木
工
学
科
若
し
く
は
土
木
科

又
は
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
課
程
を
修
め
て
卒
業
し
た
後
（
学
校
教
育
法
に
よ
る
専
門
職
大
学
の
前
期
課
程
に
あ

つ
て
は
、
修
了
し
た
後
）、
同
項
第
一
号
に
規
定
す
る
学
校
を
卒
業
し
た
者
に
つ
い
て
は
三
年
以
上
、
同
項
第

三
号
に
規
定
す
る
学
校
を
卒
業
し
た
者
（
同
法
に
よ
る
専
門
職
大
学
の
前
期
課
程
に
あ
つ
て
は
、修
了
し
た
者
）

に
つ
い
て
は
五
年
以
上
、
同
項
第
五
号
に
規
定
す
る
学
校
を
卒
業
し
た
者
に
つ
い
て
は
七
年
以
上
水
道
に
関
す

る
技
術
上
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者

第
七
条
第
一
項
第
二
号
中
「
及
び
第
四
号
」
を
「
又
は
第
五
号
」
に
改
め
、「
土
木
工
学
以
外
の
」
を
削
り
、「
に
関

す
る
学
科
目
又
は
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
学
科
目
」
を
「
の
課
程
又
は
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
課
程
（
土
木
工
学
科
及
び

土
木
科
並
び
に
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
課
程
を
除
く
。）」
に
、「
同
項
第
四
号
」
を
「
同
項
第
五
号
」
に
改
め
、
同
項
第

四
号
中
「
厚
生
労
働
省
令
」
を
「
国
土
交
通
省
令
・
環
境
省
令
」
に
、「
前
二
号
」
を
「
前
三
号
」
に
改
め
、
同
条
第

二
項
中
「
簡
易
水
道
又
は
」
を
「
簡
易
水
道
等
又
は
」
に
、「
千
立
方
メ
ー
ト
ル
」
を「
一
万
立
方
メ
ー
ト
ル
」に
、「
簡

易
水
道
以
外
の
水
道
」
と
あ
る
の
は
「
簡
易
水
道
」
を
「
三
年
以
上
」
と
あ
る
の
は
「
一
年
六
月
以
上
」
と
、「
五
年

以
上
」
と
あ
る
の
は
「
二
年
六
月
以
上
」
と
、「
七
年
以
上
」
と
あ
る
の
は
「
三
年
六
月
以
上
」
に
改
め
る
。

第
九
条
第
三
号
ハ
中
「
厚
生
労
働
省
令
」
を
「
国
土
交
通
省
令
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
第
一
項
中
「
厚
生
労
働
大
臣
」
を
「
国
土
交
通
大
臣
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
中
「
厚
生
労
働
大
臣
」
を
「
国
土
交
通
大
臣
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

８

環
境
大
臣
は
、
水
道
に
よ
り
供
給
さ
れ
る
水
の
水
質
の
保
全
又
は
水
道
の
衛
生
の
見
地
か
ら
水
道
の
利
用
者
の

利
益
を
保
護
す
る
た
め
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
国
土
交
通
大
臣
に
対
し
、
第
六
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
同
項
に
規
定
す
る
都
道
府
県
知
事
が
行
う
も
の
と
さ
れ
る
事
務
（
法
第
四
十
一
条
に
係
る
も
の
を
除
く
。）

の
全
部
又
は
一
部
を
行
う
こ
と
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
五
条
中
「
厚
生
労
働
大
臣
」
を
「
国
土
交
通
大
臣
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
三
項
を
加
え
る
。

９

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
し
、
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
取
消
し
を
し
よ

う
と
す
る
と
き
は
、
環
境
大
臣
の
水
道
に
よ
り
供
給
さ
れ
る
水
の
水
質
の
保
全
又
は
水
道
の
衛
生
の
見
地
か
ら
の

意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

10

環
境
大
臣
は
、
水
道
に
よ
り
供
給
さ
れ
る
水
の
水
質
の
保
全
又
は
水
道
の
衛
生
の
見
地
か
ら
必
要
が
あ
る
と
認

め
る
と
き
は
、
国
土
交
通
大
臣
に
対
し
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
取
消

し
を
行
う
こ
と
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

11

環
境
大
臣
は
、
水
道
に
よ
り
供
給
さ
れ
る
水
の
水
質
の
保
全
又
は
水
道
の
衛
生
の
見
地
か
ら
水
道
の
利
用
者
の

利
益
を
保
護
す
る
た
め
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
国
土
交
通
大
臣
に
対
し
、
第
七
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
同
項
に
規
定
す
る
指
定
都
道
府
県
の
知
事
が
行
う
も
の
と
さ
れ
る
事
務
（
法
第
四
十
一
条
に
係
る
も
の
を

除
く
。）の
全
部
又
は
一
部
を
行
う
こ
と
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

別
表
中
「
厚
生
労
働
大
臣
」
を
「
国
土
交
通
大
臣
」
に
改
め
る
。

（
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
費
国
庫
負
担
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
費
国
庫
負
担
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
百
七
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
第
十
一
号
を
第
十
二
号
と
し
、
第
十
号
を
第
十
一
号
と
し
、
第
九
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十

水
道

水
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
七
十
七
号
）
第
三
条
第
八
項
に
規
定
す
る
水
道
施
設
（
同
条
第

二
項
に
規
定
す
る
水
道
事
業
又
は
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
水
道
用
水
供
給
事
業
に
係
る
も
の
に
限
る
。）又
は

一
般
の
需
要
に
応
じ
て
、
給
水
人
口
が
五
十
人
以
上
百
人
以
下
で
あ
る
水
道
（
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
水
道

を
い
う
。）に
よ
り
水
を
供
給
す
る
事
業
に
係
る
取
水
施
設
、
貯
水
施
設
、
導
水
施
設
、
浄
水
施
設
、
送
水
施
設

若
し
く
は
配
水
施
設

第
七
条
の
二
第
一
号
ニ
、
第
三
号
ロ
、
第
五
号
、
第
八
号
ハ
及
び
第
九
号
ハ
中
「
埋
そ
く
」
を
「
埋
塞
」に
改
め
、

同
条
第
十
一
号
中
「
第
一
条
第
十
一
号
」
を
「
第
一
条
第
十
二
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
十
二
号
と
し
、
同
条

第
十
号
中
「
第
一
条
第
十
号
」
を
「
第
一
条
第
十
一
号
」
に
改
め
、
同
号
イ
及
び
ロ
中
「
埋
そ
く
」
を
「
埋
塞
」
に

改
め
、
同
号
を
同
条
第
十
一
号
と
し
、
同
条
第
九
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十

第
一
条
第
十
号
の
公
共
土
木
施
設
に
つ
い
て
、
次
に
掲
げ
る
災
害
の
い
ず
れ
か
一
に
よ
つ
て
必
要
を
生
じ
た

事
業

イ

取
水
施
設
、
貯
水
施
設
又
は
導
水
施
設
の
破
壊
又
は
埋
塞
で
原
水
の
供
給
を
著
し
く
阻
害
す
る
も
の

ロ

浄
水
施
設
の
破
壊
又
は
埋
塞
で
浄
水
を
得
る
の
に
重
大
な
支
障
を
与
え
る
も
の

ハ

送
水
施
設
又
は
配
水
施
設
の
破
壊
又
は
埋
塞
で
浄
水
の
供
給
を
著
し
く
阻
害
す
る
も
の

第
十
五
条
第
二
項
中
「
、
第
十
号
及
び
第
十
一
号
」
を
「
及
び
第
十
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
」
に
改
め
る
。


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（
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
三
百
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
四
条
中
「
厚
生
労
働
省
令
・
農
林
水
産
省
令
・
経
済
産
業
省
令
・
国
土
交
通
省
令
」
を
「
農
林
水
産
省
令
・
経

済
産
業
省
令
・
国
土
交
通
省
令
」
に
改
め
る
。

第
五
十
三
条
第
一
項
及
び
第
七
項
中
「
厚
生
労
働
大
臣
」
を
「
国
土
交
通
大
臣
」
に
改
め
る
。

第
五
十
五
条
第
二
項
中
「
厚
生
労
働
省
令
・
農
林
水
産
省
令
・
経
済
産
業
省
令
・
国
土
交
通
省
令
」
を
「
農
林
水

産
省
令
・
経
済
産
業
省
令
・
国
土
交
通
省
令
」
に
改
め
、「
、
厚
生
労
働
大
臣
」
を
削
る
。

（
国
土
調
査
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
五
条

国
土
調
査
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
五
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
第
四
号
中
「
厚
生
労
働
省
」
を
削
り
、
同
項
第
五
号
中
「
厚
生
労
働
省
」を
削
り
、「
国
土
交
通
省
」

を
「
国
土
交
通
省

環
境
省

」
に
改
め
る
。

（
化
学
物
質
の
審
査
及
び
製
造
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
令
等
の
一
部
改
正
）

第
六
条

次
に
掲
げ
る
政
令
の
規
定
中
「
薬
事
・
食
品
衛
生
審
議
会
」
を
「
薬
事
審
議
会
」
に
改
め
る
。

一

化
学
物
質
の
審
査
及
び
製
造
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
九
年
政
令
第
二
百
二
号
）
第
十
一

条
の
表
厚
生
労
働
大
臣
の
項

二

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
及
び
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
五
十
四

年
政
令
第
二
百
六
十
七
号
）
第
七
条
第
二
項
の
表
厚
生
労
働
大
臣
の
項
、
同
条
第
三
項
の
表
厚
生
労
働
大
臣
の
項

及
び
第
十
三
条
第
一
項
の
表
厚
生
労
働
大
臣
の
項

三

資
源
の
有
効
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
三
年
政
令
第
三
百
二
十
七
号
）
別
表
第
四
の
三
十

五
の
項
か
ら
三
十
七
の
項
ま
で
、
四
十
八
の
項
及
び
四
十
九
の
項
、
別
表
第
五
の
六
の
項
並
び
に
別
表
第
八
の
二

十
四
の
項
か
ら
二
十
八
の
項
ま
で

四

容
器
包
装
に
係
る
分
別
収
集
及
び
再
商
品
化
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
七
年
政
令
第
四
百
十
一

号
）
第
七
条
の
表
厚
生
労
働
大
臣
の
所
管
に
属
す
る
事
業
の
項

五

特
定
化
学
物
質
の
環
境
へ
の
排
出
量
の
把
握
等
及
び
管
理
の
改
善
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
二

年
政
令
第
百
三
十
八
号
）
第
七
条
の
表
厚
生
労
働
大
臣
の
項

六

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
二
百

七
十
五
号
）
第
二
十
二
条
第
二
項

七

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
係
る
資
源
循
環
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
令
和
四
年
政
令
第
二
十
五
号
）
第
十
七

条
第
一
項
の
表
厚
生
労
働
大
臣
の
項

（
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
七
条

沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
施
行
令
（
平
成
十
四
年
政
令
第
百
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
二
条
第
六
項
中
「
第
九
十
四
条
第
八
項
」
を
「
第
九
十
四
条
第
七
項
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
中
「
第
九

十
四
条
第
八
項
た
だ
し
書
」
を
「
第
九
十
四
条
第
七
項
た
だ
し
書
」
に
改
め
る
。

第
三
十
二
条
の
二
第
五
号
中
ヘ
を
削
り
、
ト
を
ヘ
と
し
、
チ
を
ト
と
し
、
同
条
第
八
号
タ
中
「
ヨ
ま
で
」
を
「
タ

ま
で
」
に
改
め
、
同
号
中
タ
を
レ
と
し
、
ヘ
か
ら
ヨ
ま
で
を
ト
か
ら
タ
ま
で
と
し
、ホ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ヘ

水
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
七
十
七
号
）
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
水
道
事
業
及
び
同
条
第
四

項
に
規
定
す
る
水
道
用
水
供
給
事
業
の
用
に
供
す
る
水
道
施
設
の
整
備
に
関
す
る
事
業
の
う
ち
、
沖
縄
県
が

実
施
す
る
も
の

別
表
第
一
の
十
の
項
中
「
厚
生
労
働
大
臣
」
を
「
国
土
交
通
大
臣
」
に
改
め
る
。

（
道
州
制
特
別
区
域
に
お
け
る
広
域
行
政
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
八
条

道
州
制
特
別
区
域
に
お
け
る
広
域
行
政
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
九
年
政
令
第
十
一
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
厚
生
労
働
大
臣
」
を
「
国
土
交
通
大
臣
」
に
改
め
る
。

（
東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
及
び
助
成
に
関
す
る
法
律
の
厚
生
労
働
省
関
係
規
定
の
施

行
等
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
九
条

東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
及
び
助
成
に
関
す
る
法
律
の
厚
生
労
働
省
関
係
規
定

の
施
行
等
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
三
年
政
令
第
百
三
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
を
削
る
。

第
二
条
中
「
法
第
四
十
六
条
第
二
項
第
二
号
」
を
「
東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
及
び

助
成
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
四
十
六
条
第
二
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
一
条
と
し
、
第

三
条
を
第
二
条
と
し
、
第
四
条
か
ら
第
十
五
条
ま
で
を
一
条
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

（
東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
及
び
助
成
に
関
す
る
法
律
の
国
土
交
通
省
関
係
規
定
の
施

行
等
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
十
条

東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
及
び
助
成
に
関
す
る
法
律
の
国
土
交
通
省
関
係
規
定

の
施
行
等
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
三
年
政
令
第
百
三
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
及
び
助
成
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と

い
う
。）」
を
「
法
」
に
改
め
、
同
条
第
四
号
中
「
第
一
条
第
十
一
号
」
を
「
第
一
条
第
十
二
号
」
に
改
め
、
同
条
を

第
一
条
の
二
と
し
、
同
条
の
前
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
水
道
事
業
に
類
す
る
事
業
）

第
一
条

東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
及
び
助
成
に
関
す
る
法
律
（
以
下「
法
」と
い
う
。）

第
三
条
第
一
項
第
一
号
の
水
道
事
業
に
類
す
る
事
業
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
一
般
の
需
要
に
応
じ
て
、

給
水
人
口
が
五
十
人
以
上
百
人
以
下
で
あ
る
水
道
（
水
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
七
十
七
号
）
第
三
条
第

一
項
に
規
定
す
る
水
道
を
い
う
。）に
よ
り
水
を
供
給
す
る
事
業
と
す
る
。

（
厚
生
労
働
省
組
織
令
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

厚
生
労
働
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
四
十
八
条
の
四
」
を
「
第
四
十
八
条
の
二
」
に
改
め
る
。

第
五
条
第
一
項
中
第
二
十
二
号
を
削
り
、
第
二
十
三
号
を
第
二
十
二
号
と
し
、第
二
十
四
号
を
第
二
十
三
号
と
し
、

第
二
十
五
号
を
第
二
十
四
号
と
し
、
第
二
十
六
号
を
削
り
、
第
二
十
七
号
を
第
二
十
五
号
と
し
、
第
二
十
八
号
を
第

二
十
六
号
と
し
、
同
項
第
二
十
九
号
中
「
第
二
十
四
号
」
を
「
第
二
十
三
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
二
十
七
号

と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
第
二
十
五
号
」
を
「
第
二
十
四
号
」
に
改
め
る
。

第
四
十
条
第
一
項
中
「
八
課
」
を
「
六
課
」
に
改
め
、「
水
道
課
」
及
び
「
食
品
基
準
審
査
課
」
を
削
る
。

第
四
十
五
条
第
七
号
中
「
並
び
に
水
道
課
」
を
削
る
。

第
四
十
六
条
及
び
第
四
十
七
条
を
削
る
。

第
四
十
八
条
第
二
号
中
「
第
五
十
一
条
第
一
項
」
の
下
に
「
及
び
第
五
十
二
条
第
一
項
」
を
加
え
、
同
条
第
六
号

及
び
第
八
号
中「（
食
品
基
準
審
査
課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）」
を
削
り
、
同
条
中
第
十
号
を
第
十
一
号
と

し
、
第
九
号
を
第
十
号
と
し
、
第
八
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

九

健
康
・
生
活
衛
生
局
の
所
掌
事
務
に
属
す
る
国
際
関
係
事
務
で
食
品
の
安
全
性
の
確
保
に
係
る
も
の
に
関
す

る
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

第
四
十
八
条
を
第
四
十
六
条
と
し
、
第
四
十
八
条
の
二
を
第
四
十
七
条
と
し
、
第
四
十
八
条
の
三
を
第
四
十
八
条

と
し
、
第
四
十
八
条
の
四
を
第
四
十
八
条
の
二
と
す
る
。

（
国
土
交
通
省
組
織
令
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

国
土
交
通
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
中
「
、
下
水
道
部
」
を
削
る
。

第
八
条
第
一
項
第
十
六
号
中
「
第
九
号
」
を
「
第
十
号
」
に
、「
第
十
一
号
」
を
「
第
十
二
号
」
に
改
め
、
同
号
を

同
項
第
十
七
号
と
し
、
同
項
中
第
十
五
号
を
第
十
六
号
と
し
、
第
十
四
号
を
第
十
五
号
と
し
、同
項
第
十
三
号
中「
第

九
十
七
条
第
一
号
」
を
「
第
百
条
第
一
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
四
号
と
し
、
同
項
中
第
十
二
号
を
第
十
三

号
と
し
、
第
八
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
七
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

八

水
道
に
関
す
る
こ
と
そ
の
他
人
の
飲
用
に
供
す
る
水
の
利
用
に
関
す
る
こ
と
。

第
八
条
第
三
項
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
第
九
号
（
」
を
「
第
十
号
（
」
に
、「
第
十
号
」
を
「
第
十
一
号
」に
、

「
第
十
一
号
」
を
「
第
十
二
号
」
に
、「
第
十
六
号
（
同
項
第
九
号
」
を
「
第
十
七
号
（
同
項
第
十
号
」
に
改
め
、
同

項
を
同
条
第
三
項
と
す
る
。


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第
二
十
条
の
見
出
し
中
「
海
外
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
審
議
官
」
の
下
に
「
、
上
下
水
道
審
議
官
」
を
加
え
、
同
条
第
一

項
中
「
海
外
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
審
議
官
一
人
」
の
下
に
「
、
上
下
水
道
審
議
官
一
人
」
を
加
え
、「
二
十
三
人
」
を
「
二

十
四
人
」
に
改
め
、
同
条
中
第
十
三
項
を
第
十
四
項
と
し
、
第
九
項
か
ら
第
十
二
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、

第
八
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

９

上
下
水
道
審
議
官
は
、
命
を
受
け
て
、
水
道
及
び
下
水
道
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
の
企
画
及
び
立
案
並

び
に
調
整
に
関
す
る
事
務
並
び
に
関
係
事
務
を
総
括
整
理
す
る
。

第
九
十
一
条
第
一
項
中
「
、
下
水
道
部
」
を
削
り
、「
六
課
」
を
「
九
課
」
に
、「
治
水
課
」を「
治
水
課

上
下
水
道
企
画
課

水
道
事
業
課

下
水
道
事
業
課

」

に
改
め
、
同
条
第
三
項
を
削
り
、
同
条
第
四
項
を
同
条
第
三
項
と
す
る
。

第
九
十
三
条
第
一
号
中
「
下
水
道
部
」
を
「
上
下
水
道
企
画
課
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
以
下
こ
の
条
、
次

条
及
び
第
九
十
七
条
」
を
「
第
十
号
、
次
条
及
び
第
百
条
第
二
号
」
に
改
め
る
。

第
九
十
五
条
第
一
号
中
「
下
水
道
部
」
を
「
上
下
水
道
企
画
課
及
び
下
水
道
事
業
課
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中

「
下
水
道
部
」
を
「
水
道
事
業
課
及
び
下
水
道
事
業
課
」
に
改
め
、
同
条
第
六
号
中
「
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
（
下

水
道
部
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）」
を
「
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
河
川
管
理
者
事
業
計
画
に
関
す
る
こ

と
」
に
改
め
、
同
条
第
九
号
中
「
下
水
道
部
」
を
「
下
水
道
事
業
課
」
に
改
め
る
。

第
百
条
か
ら
第
百
二
条
ま
で
を
削
り
、
第
九
十
九
条
を
第
百
二
条
と
し
、
第
九
十
八
条
を
第
百
一
条
と
す
る
。

第
九
十
七
条
第
一
号
中
「
指
導
（
」
の
下
に
「
水
道
、」を
加
え
、
同
条
を
第
百
条
と
し
、
第
九
十
六
条
の
次
に
次

の
三
条
を
加
え
る
。

（
上
下
水
道
企
画
課
の
所
掌
事
務
）

第
九
十
七
条

上
下
水
道
企
画
課
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

水
道
及
び
下
水
道
に
関
す
る
基
本
的
な
政
策
の
企
画
及
び
立
案
並
び
に
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

二

日
本
下
水
道
事
業
団
の
行
う
業
務
に
関
す
る
こ
と
。

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
下
水
道
に
関
す
る
こ
と
（
下
水
道
事
業
課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除

く
。）。

（
水
道
事
業
課
の
所
掌
事
務
）

第
九
十
八
条

水
道
事
業
課
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

水
道
事
業
及
び
水
道
用
水
供
給
事
業
の
指
導
、
監
督
及
び
助
成（
災
害
復
旧
事
業
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、

工
事
の
指
導
）
に
関
す
る
こ
と
。

二

水
道
原
水
水
質
保
全
事
業
の
実
施
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
（
河
川
環
境
課
及
び
下
水

道
事
業
課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）。

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
水
道
に
関
す
る
こ
と
そ
の
他
人
の
飲
用
に
供
す
る
水
の
利
用
に
関
す
る
こ

と
（
上
下
水
道
企
画
課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）。

（
下
水
道
事
業
課
の
所
掌
事
務
）

第
九
十
九
条

下
水
道
事
業
課
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

公
共
下
水
道
事
業
、
流
域
下
水
道
事
業
及
び
都
市
下
水
路
事
業
の
指
導
、
監
督
及
び
助
成
（
災
害
復
旧
事
業

に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
工
事
の
指
導
）
に
関
す
る
こ
と
。

二

土
地
区
画
整
理
事
業
と
し
て
行
わ
れ
る
下
水
道
の
整
備
に
関
す
る
事
業
の
指
導
に
関
す
る
こ
と
。

三

下
水
道
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
流
域
別
下
水
道
整
備
総

合
計
画
に
関
す
る
こ
と
。

四

下
水
道
の
放
流
水
の
水
質
の
保
全
及
び
再
利
用
に
関
す
る
施
策
の
企
画
及
び
立
案
に
関
す
る
こ
と
。

五

下
水
道
に
関
す
る
技
術
に
関
す
る
研
究
及
び
開
発
に
関
す
る
こ
と
。

六

水
道
原
水
水
質
保
全
事
業
の
実
施
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
基
本
方
針
（
下
水
道

に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
策
定
に
関
す
る
こ
と
。

七

特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
七
十
七
号
）
の
施
行
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
下

水
道
に
係
る
も
の
に
関
す
る
こ
と
。

八

水
防
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
三
号
）
第
十
四
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
雨
水
出

水
浸
水
想
定
区
域
に
関
す
る
こ
と
。

第
百
四
条
第
六
号
中
「
第
八
条
第
一
項
第
九
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
」
を
「
第
八
条
第
一
項
第
十
号
か
ら
第
十
二

号
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
百
八
十
五
条
第
一
号
ロ
及
び
第
百
八
十
六
条
第
一
号
ハ
中
「
及
び
下
水
道
」
を
削
る
。

附
則
第
十
四
条
の
二
の
見
出
し
中
「
下
水
道
部
下
水
道
事
業
課
」
を
「
下
水
道
事
業
課
」
に
改
め
、
同
条
中
「
下

水
道
部
下
水
道
事
業
課
は
、
第
百
一
条
各
号
」
を
「
下
水
道
事
業
課
は
、
第
九
十
九
条
各
号
」
に
改
め
る
。

（
環
境
省
組
織
令
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条

環
境
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
中
第
十
五
号
を
第
十
六
号
と
し
、
第
十
二
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
十
一
号
の

次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
二

環
境
の
保
全
の
観
点
か
ら
の
水
道
水
そ
の
他
人
の
飲
用
に
供
す
る
水
に
関
す
る
水
質
の
保
全
及
び
衛
生
上

の
措
置
に
関
す
る
基
準
等
の
策
定
並
び
に
当
該
保
全
及
び
措
置
に
関
す
る
規
制
（
水
を
供
給
す
る
者
に
対
す
る

も
の
を
除
く
。）の
実
施
に
関
す
る
こ
と
。

第
三
十
二
条
中
第
九
号
を
第
十
号
と
し
、
第
六
号
か
ら
第
八
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
五
号
の
次
に
次

の
一
号
を
加
え
る
。

六

環
境
の
保
全
の
観
点
か
ら
の
水
道
水
そ
の
他
人
の
飲
用
に
供
す
る
水
に
関
す
る
水
質
の
保
全
及
び
衛
生
上
の

措
置
に
関
す
る
基
準
等
の
策
定
並
び
に
当
該
保
全
及
び
措
置
に
関
す
る
規
制
（
水
を
供
給
す
る
者
に
対
す
る
も

の
を
除
く
。）の
実
施
に
関
す
る
こ
と
。

第
三
十
四
条
第
八
号
中
「
第
五
条
第
十
五
号
」
を
「
第
五
条
第
十
六
号
」
に
改
め
る
。

（
薬
事
・
食
品
衛
生
審
議
会
令
の
一
部
改
正
）

第
十
四
条

薬
事
・
食
品
衛
生
審
議
会
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
八
十
六
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

薬
事
審
議
会
令

第
一
条
中
「
薬
事
・
食
品
衛
生
審
議
会
」
を
「
薬
事
審
議
会
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
三
十
人
」
を
「
二
十
人
」
に
改
め
る
。

第
六
条
を
削
る
。

第
七
条
第
一
項
中
「
及
び
分
科
会
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中「（
分
科
会
に
置
か
れ
る
部
会
に
あ
っ
て
は
、
分
科

会
長
）」を
削
り
、
同
条
第
六
項
中「（
分
科
会
に
置
か
れ
る
部
会
に
あ
っ
て
は
、
分
科
会
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同

じ
。）」
を
削
り
、
同
条
を
第
六
条
と
し
、
第
八
条
を
第
七
条
と
す
る
。

第
九
条
第
三
項
中
「
分
科
会
及
び
」
を
削
り
、
同
条
を
第
八
条
と
し
、
第
十
条
を
第
九
条
と
す
る
。

第
十
一
条
た
だ
し
書
を
削
り
、
同
条
を
第
十
条
と
し
、
第
十
二
条
を
第
十
一
条
と
す
る
。

第
二
章

経
過
措
置

（
指
針
の
効
力
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
五
条

生
活
衛
生
等
関
係
行
政
の
機
能
強
化
の
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
整
備
法
」
と

い
う
。）の
施
行
前
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
及
び
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和

五
十
四
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
従
前
の
主
務
大
臣
が
定
め
、
同
条
第
四
項
の
規
定

に
よ
り
公
表
し
た
指
針
（
水
道
法
に
よ
る
水
道
事
業
及
び
水
道
用
水
供
給
事
業
に
係
る
も
の
に
限
る
。）は
、
整
備
法

の
施
行
後
は
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
主
務
大
臣
が
定
め
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
公
表
し
た
も
の
と
み

な
す
。

（
指
定
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
六
条

整
備
法
の
施
行
前
に
環
境
影
響
評
価
法
（
平
成
九
年
法
律
第
八
十
一
号
）
附
則
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に

基
づ
き
厚
生
大
臣
、
農
林
水
産
大
臣
、
通
商
産
業
大
臣
及
び
建
設
大
臣
が
し
た
指
定
で
あ
っ
て
、
中
央
省
庁
等
改
革

関
係
法
施
行
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
六
十
号
）
第
千
三
百
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
、
農
林

水
産
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
及
び
国
土
交
通
大
臣
が
し
た
指
定
と
み
な
さ
れ
た
も
の
は
、
整
備
法
の
施
行
後
は
、
農

林
水
産
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
及
び
国
土
交
通
大
臣
が
し
た
指
定
と
み
な
す
。
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整
備
法
の
施
行
前
に
経
済
施
策
を
一
体
的
に
講
ず
る
こ
と
に
よ
る
安
全
保
障
の
確
保
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
令

和
四
年
法
律
第
四
十
三
号
）
第
五
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
が
し
た
同
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
業

に
係
る
指
定
は
、
整
備
法
の
施
行
後
は
、
国
土
交
通
大
臣
が
し
た
指
定
と
み
な
す
。

（
省
令
の
効
力
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
七
条

整
備
法
の
施
行
前
に
環
境
影
響
評
価
法
の
規
定
に
よ
り
発
せ
ら
れ
た
河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百

六
十
七
号
）
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
河
川
に
関
す
る
ダ
ム
の
新
築
並
び
に
堰せ
き

の
新
築
及
び
改
築
の
事
業
に
係
る

厚
生
省
・
農
林
水
産
省
・
通
商
産
業
省
・
建
設
省
令
は
、
整
備
法
の
施
行
後
は
、
環
境
影
響
評
価
法
の
規
定
に
よ
り

発
せ
ら
れ
た
農
林
水
産
省
・
経
済
産
業
省
・
国
土
交
通
省
令
と
し
て
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

２

整
備
法
の
施
行
前
に
民
間
事
業
者
等
が
行
う
書
面
の
保
存
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律

（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
第
三
条
第
一
項
、
第
四
条
第
一
項
及
び
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
発
せ

ら
れ
た
厚
生
労
働
省
・
農
林
水
産
省
・
経
済
産
業
省
・
国
土
交
通
省
・
環
境
省
令
は
、
整
備
法
の
施
行
後
は
、
こ
れ

ら
の
規
定
に
よ
り
発
せ
ら
れ
た
農
林
水
産
省
・
経
済
産
業
省
・
国
土
交
通
省
・
環
境
省
令
と
し
て
の
効
力
を
有
す
る

も
の
と
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
政
令
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
中
水
道
法
施
行
令
第
五
条
の
改
正

規
定
（
同
条
第
一
項
第
六
号
中
「
厚
生
労
働
省
令
」
を
「
国
土
交
通
省
令
」
に
改
め
る
部
分
を
除
く
。）及
び
同
令
第

七
条
の
改
正
規
定
（
同
条
第
一
項
第
四
号
中
「
厚
生
労
働
省
令
」
を
「
国
土
交
通
省
令
・
環
境
省
令
」
に
改
め
る
部

分
を
除
く
。）は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
薬
事
・
食
品
衛
生
審
議
会
へ
の
意
見
の
聴
取
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
政
令
の
施
行
前
に
化
学
物
質
の
審
査
及
び
製
造
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百

十
七
号
）
第
五
十
六
条
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
及
び
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
等
に
関
す
る
法
律
第

十
七
条
第
五
項
、
第
二
十
九
条
第
五
項
、
第
四
十
一
条
第
五
項
、
第
百
十
六
条
第
四
項
及
び
第
百
二
十
条
第
四
項
、

資
源
の
有
効
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
四
十
八
号
）
第
二
十
三
条
第
三
項
、
第
二
十
五
条

第
三
項
及
び
第
三
十
三
条
第
三
項
、
容
器
包
装
に
係
る
分
別
収
集
及
び
再
商
品
化
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成

七
年
法
律
第
百
十
二
号
）
第
七
条
の
七
第
三
項
、
特
定
化
学
物
質
の
環
境
へ
の
排
出
量
の
把
握
等
及
び
管
理
の
改
善

の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
十
八
条
並
び
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
係
る
資
源
循
環
の

促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
六
十
号
）
第
四
十
六
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
薬
事
・
食
品
衛
生
審

議
会
に
対
し
て
行
わ
れ
た
意
見
の
聴
取
は
、
こ
の
政
令
の
施
行
後
は
、
薬
事
審
議
会
に
対
し
て
行
わ
れ
た
も
の
と
み

な
す
。

（
日
本
下
水
道
事
業
団
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

日
本
下
水
道
事
業
団
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
二
百
八
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

三
条
中
「
下
水
道
部
下
水
道
企
画
課
」
を
「
上
下
水
道
企
画
課
」
に
改
め
る
。

（
国
立
研
究
開
発
法
人
土
木
研
究
所
法
第
十
二
条
第
五
号
の
建
設
工
事
を
定
め
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

国
立
研
究
開
発
法
人
土
木
研
究
所
法
第
十
二
条
第
五
号
の
建
設
工
事
を
定
め
る
政
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第

三
百
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

本
則
中
「
第
九
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
及
び
第
十
六
号
」
を
「
第
十
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
及
び
第
十
七
号
」
に

改
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣

岸
田

文
雄

厚
生
労
働
大
臣

武
見

敬
三

農
林
水
産
大
臣

坂
本

哲
志

経
済
産
業
大
臣

藤

健

国
土
交
通
大
臣

斉
藤

鉄
夫

環
境
大
臣

伊
藤

太
郎
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